
（１）本時の目標 

拡大図や縮図を作図するプログラムを考えることを通して、コンパスや分度器を使

って作図する場合と同じく、対応する辺の長さや角の大きさの間の関係に着目しな

がら作図することができる。 

（２）準備物：タブレット端末 大型テレビ ワークシート 

（３）本時の活動 

 学習活動・学習内容 指導上の留意点、本時で使用するプログラムなど 

事

前

準

備 

５年で学習した正多角

形を作図するプログラ

ムを練習で作図する。 

○本時の学習は、正多角形を中心に作図していくので、

昨年度取り組んだ作図の練習を事前にしておく。 

導

入 

 

 

 

これまでに学習した拡

大図・縮図のかき方を思

い出し、プログラミング

ではどのかき方が一番

やりやすそうか考える。 

○拡大図・縮図のかき方として、①方眼を使って作図す

る方法②長さや角度を測定して作図する方法③１点

を中心に作図する方法を学んでおり、今回は③の方法

を中心に取り組むことを伝える。 

 

 

 

展

開

１ 

基準となる図形（正三角

形）から、どこを変えた

ら２倍の拡大図・１/ 

２の縮図が作図できる

かを考え、作図する。 

・拡大図や縮図を作図す  

る時のポイント 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

他の正多角形も作図す

る。 

○もとになる図は緑色、２倍の拡大図は赤色、１/２の縮

図は青色にして、拡大図・縮図がきちんと作図できて

いるかどうか認識しやすくする。 

○困っている児童がいれば、授業で「拡大図・縮図を作

図するには辺の長さだけを変えれば良い」と学んでい

ることを伝え、辺の長さにあたる部分はどこかを伝え

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○課題ができた児童には、他にも基準となる正多角形を

示し、多種多様の拡大図・縮図を作図するよう促す。 

もとになる図を緑

（歩数 100）、２倍の

拡大図を赤（歩数

200）、１/２の縮図を

青（歩数 50）で作図

した場合。 

プログラミングを使って、拡大図や縮図をかこう！ 

6 年算数科「図形の拡大と縮小」プログラミング学習指導案 
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・正多角形の拡大図や縮

図を作図する時のポ

イント 

 

 

 

 

 

 

展

開

２ 

ワークシートにある正

多角形以外の様々な図

（平行四辺形や台形、不

等辺多角形など）の辺や

角度を計測した後、それ

らの拡大図・縮図をプロ

グラミングで作図する。 

・正多角形以外の図形の

拡大図や縮図を作図

する時のポイント 

○５年生で学んだ正多角形だけではなく、本単元で学ん

だことを活用するために、基準となる図（平行四辺形）

をもとに、様々な図形を作図するよう促す。その際、

作図に困っている児童がいれば、展開１で行った「１

点を中心に作図」すると、簡単に作図できることを促

す。 

○ワークシートの課題が難しい場合には、正多角形で取

り組むように促す。 

○全ての課題ができた場合には、自分でオリジナルの図

を作り、プログラミングを用いてそれらの拡大図・縮

図を作図するようにする。 

終

末 

本時の振り返りを行う。 ○本時でわかったことやできるようになったことなど

をワークシートに記述する。特に、コンパスや分度器

を使って作図する場合とプログラミングで作図した

場合を比較し、どちらがより作図しやすいかについ記

述するよう促す。 

事

後

指

導 

本時で作成した拡大図・

縮図を印刷し、実際に２

倍・１/２になっている

か確かめる。 

○本時で作成した拡大図・縮図をスクリーンショットで

ロイロノートに保存しておき、後日印刷する。 

  

 

本時のポイント 

① 正多角形の作図方法をもとに、プログラミングを用いて拡大図・縮図を作図することが

できるか。（展開１～展開２） 

② １点を中心に作図する方法を行うと、拡大図・縮図が容易に作図できることに気付き、

様々な図形の拡大図・縮図の作図できるか。（歩数：辺の長さを変えるだけで拡大図・縮

図が作図できる。）（展開２） 

 

 


